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春山行夫とジャン･コクトー 
―――『セルパン』コクトー来日特集号をめぐって（２） 
西川正也 
 フランスの詩人ジャン・コクトー（1889－1963）が昭和 11 年（1936）に来日した際、
第一書房が発行していた月刊誌『セルパン』は「コクトオ日本訪問」と題する特集記事を
掲載した。その内容に関しては前稿「日本への二つの挨拶 ――『セルパン』コクトー来日
特集号をめぐって（１）」1)において紹介したが、後編にあたる本稿では同誌の編集長であ
った詩人・春山行夫
ゆ き お
（1902－94）とコクトーとの関わりについて考察を進めることにした
い。 
 
１ 昭和詩史における春山行夫 
 
明治 35年（1902）名古屋に生まれた春山行夫（本名・市橋渉）は、ほぼ独学でフランス
語を修める一方で名古屋詩話会の結成にも加わり、佐藤一
いち
英
えい
（1899－1979）、高木斐瑳
ひ さ
雄
お
（1899－1953）、近藤東
あずま
（1904－88）らとともに詩誌『青
せい
騎士』の同人となった。春山は
またこの頃、洋画家の松下春雄（1903－33）や鬼頭鍋三郎（1899－1982）らの団体「サン
サシオン」にも参加して油絵を描いているが、詩や文学の領域に限定されないこうした幅
広い嗜好は後年の春山の広範な仕事ぶりへとつながっていくことになるだろう。 
 22歳で最初の詩集『月の出る町』（大正 13 年）を出版した春山は、翌月の父の死後、画
の仲間であった松下に誘われて上京している。そして昭和３年、教育関連の出版社であっ
た厚生閣書店に入社した春山が、ただ一人の編集員として創刊したのが季刊誌『詩と詩論』
であった。 
 春山が昭和８年に厚生閣を退社するまで、増刊を含めて二十冊が発行された『詩と詩論』
（昭和７年から『文学』と改題）には安西冬衛（1898－1965）、北川冬彦（1900－90）、竹
中郁（1904－82）、三好達治（1900－64）、佐藤朔（1905－98）、瀧口修造（1903－79）、
西脇順三郎（1894－1982）、堀辰雄（1904－1953）、横光利一（1898－1947）らが集まり、
同誌は昭和初期に新しい詩の創造を目指していた若い文学者たちの一大拠点となった。 
この雑誌に寄せられた詩人たちの作品は多様なものだったが、同誌において春山が示し
た方針は明確であった。すなわち、二十世紀初頭のフランス詩の運動「レスプリ・ヌーヴ
ォー（新精神）」にならって、日本における新しい詩の確立を目指すこと。『詩と詩論』以
前を「無詩学」（詩論・詩学に基づかない詩）の時代と定義して、自分たちの詩と明確に区
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別すべきこと。当時の一大潮流であったプロレタリアの文学から独立すること。新しい詩
を小説や絵画、彫刻等、他の芸術分野と連携させること。これらが春山の主張だったので
ある。2) 
 この『詩と詩論』を中心に発表された、過剰な感傷を排した主知的な詩作品群は「モダ
ニズム詩」と呼ばれることがあるが、春山と『詩と詩論』が日本の詩史において果たした
役割は｢モダニズム｣の詩のみに限定されるものではなかった。同誌の寄稿者であった西脇
順三郎は、昭和 44年に書いた文章の中で次のように指摘している。 
 
 （前略）詩人春山は今日日本の中堅となっている詩人たちが新しい詩人として活躍を
はじめる時代に、詩人のためにまたは新しい絵画彫刻をめざす芸術家のために「詩と詩
論」という機関雑誌を中心に活躍して日本の詩の発展に非常な貢献をした。昔は「新し
い詩」と言っていたが今はもう新しい詩ではない。今ではごく普通の詩であって新しく
はない。3) 
 
春山はすなわち『詩と詩論』によって、後に日本の詩壇の中核となる若い詩人たちに活
躍の場を与えるとともに、彼らが進むべき新たな芸術の方向を示そうとしたのである。そ
の結果、彼らが当時作り上げようとしていた「新しい詩」は、時の流れとともに「普通の
詩」になっていった。そしてそのことはつまり、春山たちが目指した「新しい詩」が「ご
く普通」のものになったと思われるほどに、詩の世界に深く根を下ろしたことを意味する
だろう。 
 ところで春山自身は、厚生閣から第二詩集『植物の断面』（昭和４年）および詩論『詩の
研究』（昭和６年）を出した後、執筆活動に専念するために同社を退くことになった。しか
し昭和 10年には自著の出版を通じて縁のあった第一書房から乞われて、再び月刊誌『セル
パン』の編集を引き受けている。この『セルパン』は福田淸人
き よ と
（1904－95。のち児童文学
作家）を初代編集長として昭和６年に創刊された文芸色の濃い雑誌であったが、三代目の
編集長として招かれた春山は同誌を政治や文化、海外事情等の話題を幅広く取り上げる総
合誌として生まれ変わらせたのだった。 
 一方、フランスの詩人ジャン・コクトーが世界一周の旅で日本を訪れたのは昭和 11 年の
５月。春山が『セルパン』の編集を引き継いでから二年目の春、彼が第一書房の編集局長
を務めていたときのことであった。 
 
２ 春山行夫が見たコクトー 
 
昭和 11 年の来日以前にも、同時代の欧米詩に敏感であった春山はコクトーの作品に触れ
続けていた。春山自身は「私がコクトオの本を集めだしたのは、東京に移った大正十三年
（一九二四）以後で、主として神田神保町の三才社で、フランスから取り寄せてもらった」
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4)と書いているから、日本ではかなり早い時期からのコクトーの読者であったことになる。 
春山はまた自身の著作の中でもしばしばこのフランス詩人について言及しているが、そ
れらの文章からはコクトーに惹かれ、新刊が出るたびに嬉々として読み耽っている春山の
横顔を思い浮かべることができる。例えばコクトー来日の年の１月に出版された随想集『花
とパイプ』の中の「コクトオとルナアル」の章で、春山は次のように書いている。 
 
<<ヴァニテイ・フエア>>の七月号（一九三亓）にジャン・コクトオの一頁大のポオト
レエトがでてゐた。例によつて貝殻のやうな耳を持つたギリシヤ的な横顔である。（中略） 
コクトオがフランス版の＜カリガリ博士＞に出演した。そのフイルムが近く出来上る
といふ。＜円卓の騎士＞といふ新しい戯曲もパリで近く上演されるといふ。 
コクトオが毎週<<フイガロ>>に連載して来た自变伝も近く本になるといふ。 
そんなニュウスがしるされてゐた。（中略） 
さてコクトオの青春時代の追想記〔引用者注：上記「自变伝」を指す〕であるが、こ
の書がやつとやつてきた。題して Portraits-Souvenir（記念写真）といふ。5) 
 
 海外からの情報が今日とは比べようのないほどに貴重だった時代にあって、上の文章か
らは、わずかな紙面からもコクトーの動静を読み取り、新刊書が届くのを心待ちにしてい
る春山の姿が浮かんでくる。春山は、このフランス詩人が来日した翌月に発行された『セ
ルパン』（昭和 11年７月号）の「コクトオ日本訪問」特集にも自ら記事を寄せているが、「ジ
ヤン・コクトオイズム」と題されたその文章もまた上と同じく、コクトーの近況に関する
報告から始まるものであった。 
 
 ジヤン・コクトオが僕らを驚ろかせたことが、最近二つある。それは、彼が昨年自变
伝を書いたことと、今度の世界一周旅行である。そして、この二つの新しい世界が、い
づれも新聞を背景にした出来事である点も、僕は興味深く思つてゐる。6) 
 
春山はこの後さらに、近年のコクトーの仕事ぶりや今回の世界旅行の経緯に関して、ま
たコクトーの作品と旅との関係についての解説を続けているが、それらの文章は詩人の半
生を熟知し、その作品を入念に読み込んだ者でなければ容易に書けるものではないのだっ
た。 
二ページにわたるそうした長い前置きの後で春山はようやく、来日したコクトーとの実
際の対面の模様を綴りはじめる。『セルパン』の「後記」によれば、春山がコクトーの訪日
を知ったのはちょうど父の十三回忌で名古屋に出かけている間のことであったという。故
郷から東京へと戻る道中について彼は次のように記しているが、その一節は当時の春山の
交際範囲の広さを読む者に推測させるものと言えるだろう。 
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〔亓月〕十八日は鵠沼へ長谷川氏〔第一書房社主、長谷川巳之
み の
吉
きち
1893－1973〕を見舞
ひに下車して、そこで伊藤整〔1905－69〕君と落合ひ、鎌倉へ出て川端〔康成 1899－1972〕
氏と神西〔淸 1903－57〕氏とを訪問した。夜、東京へかへる列車の中で、夕刊をひろげ、
コクトオが関西で見たといふ「軒にさがつたサカナ」といふのは、なんかの乾物か、そ
れとも鯉のぼりのことだらうかと伊藤君と話し合つた。7) 
 
こうして東京に戻った春山は翌５月 19日、文芸評論家の小松淸（1900－62）と連れ立っ
てコクトーが滞在する帝国ホテルに向かうことになったのだった。 
 
 ホテルの三階の部屋には、堀口〔大學 1892－1981〕氏、藤田〔嗣治 1886－1968〕氏、
その他、新聞記者達が一杯つまつてゐた。コクトオは立つたままデツサンを描いてゐた。
小松君が上衣を買ひに行くキル君〔コクトーの秘書マルセル・キル 1912－40〕と一緒に
出て行つた。僕はコクトオと握手した。手と眼と言葉とが、みんな別々の機械で動いて
ゐるやうな感じだつた。8) 
 
コクトーとの初対面の様子についてこのように記した春山は、この後、フランス詩人の
印象をさらに詳細に綴っていく。その朝、春山が見たコクトーは、人々が慌ただしく出入
りする中でも絶えず何かをせずにはいられないような、そんな気配をまとった人物であっ
た。 
 
コクトオは部屋の中央にある小さな立机に戻つて再びデツサンをつづけた。じつと
見瞶
〔みつ〕
めてゐて、手がそのイマジネーシヨンをできるだけ迅く追ひかけるやうな書き方で
あつた。机の傍には、黄色いセルロイドの櫛が美学的に置いてあつた。（中略）写真をと
る人、午後から見にでかける角力の時間を打合せる人、出てゆく人、はいつてくる人、
電話がかかつてくる。さうした雰囲気の中で、コクトオは描き、語り、笑ひ、握手した。
9) 
 
コクトーを取り巻く者たちの落ち着かない様子や、雑然とした雰囲気の中でもデッサン
を描き、また語り続けるコクトーの姿については、彼と対面した多くの人々が同様に書き
とめている。しかしそうしたコクトーの行動に関する次のような描写は、春山ならではの
ものと言えるだろう。 
 
コクトオを見てゐることは、コクトオの詩をよむのとおなじ位、興味がある。彼は少
しもぢつとしてゐない。彼の身体全体が彼の詩のやうに急行的（express）なのだ。それ
から彼の手だ。彼の手は、熟練したコンダクターのそれよりももつと滑らかに、角度と
曲線とを持つて絶えず会話を補つてゐる。ジエスチユアといふやうな、外形的な動きで
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なく、寧ろ舞踏に於ける手の動きに類するものだらう。10) 
 
この文章の中で春山は、コクトーの挙動を「急行的」と評している。そしてそうした評
言は、自らも詩人であるとともに、冗長な比喩を削ぎ落とし、事物の本質を鋭くつかみ取
ることの得意であったコクトーの本質をよく理解していた春山であったからこそ書くこと
のできたものだろう。コクトーの手の動きに対する「熟練したコンダクター」「角度と曲線
とを持つて」「舞踏に於ける」といった形容もまた、詩人・春山ならではのものと言うべき
である。 
春山はまた上の一節に続けて、コクトーとチャーリー・チャップリン（1889－1977）と
の再会の場面についても次のような証言を書き記している。 
 
 昼食時になつたので、みんなと一緒にホテルのロビイへ出た。チヤツプリンがはいつ
てきて、握手をした。神戸で別れてから、はじめてらしい。二人の奇妙な手振りの会話
がはじまる。チヤツプリンが無器用に手をひろげてフランス語を並べてゆく。コクトオ
が最初にチヤツプリンに投げた言葉は、「疲れなかつたか」といふことであつた。11) 
 
 チャップリンの自伝には、喜劇俳優とフランスの詩人とは、最初の熱烈な対面の後は顔
を合わせるのがどことなく気まずくなって、むしろお互いを避けるようにしていたと書か
れている。12)一方コクトーの旅行記では、日本を離れた後も同じ客船に乗り込んでアメリ
カに向かう二人の親密な様子が描かれている。実際の二人の関係がどのようなものであっ
たのかは今日では想像することしかできないが、上の春山の文章からは、チャップリンが
書き残しているようなぎこちない
、、、、、
雰囲気ではなく、むしろ打ち解けた空気を同い年の俳優
と詩人との間に読み取ることができるのではないだろうか。 
 話をコクトーに戻せば、春山はまた詩人のデッサンについても記事の中でたびたび言及
している。 
 
 デツサンは実にたくさん描いた。東京だけでも二百枚は描いたといふ。フランス語で
は Signer（サインする）と Dessiner（デツサンを描くこと）とは、発音があまり変らな
い。歌舞伎座で学生が「ヴウレ・ヴウ」と言つて紙片を差出したときは、サインの代り
にデツサンを描いてやつたといふ。僕の知つてゐる少年が、誰れかに教はつて、「ムシユ
ウ・コクトオ、ヴオトル・デツサン」（votre dessin は「貴方のデツサンを」の意）とい
つて恭しく差出すと、彼は「オヤ、日本人はみんなフランス語を話しますね」といつて
デツサンを描いてやつた。13) 
 
東京での案内役を務めた堀口大學によれば、コクトーはわずかでも空いた時間があれば
つねに何かを描いていたという。疲れるから休んではどうかと心配する堀口に対して、コ
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クトーはむしろ手を動かしている方が気持ちが休まるのだと答えたらしいが、次のような
春山の証言もやはりコクトーのそうした言葉を裏付けるものだろう。 
 
 コクトオのデツサンは、風景をスケツチするといふ風のものでなく、つねに彼の単語
のやうに単純で、会話のやうに自由に流れる線のリズムをペンで捕へることである。（中
略）彼は楽しく、時には何かデツサンをすることによつて、周囲のざはめきから逃れる
やうにさへ思はれる。どんな場合でも、決していやな顔をしないでデツサンを描いた。
14) 
 
また春山にとってコクトーのデッサンは、その日の詩人との対面の記憶に強く結びつく
ものでもあった。当時、第一書房の編集局長をしていた春山は社を代表して浮世絵（「高見
沢版」の複製画）を手渡したが、その返礼としてフランスの詩人から数葉のデッサンを贈
られたのである。 
 
 僕が浮世絵を渡すと、彼は床の上に包みを置き、一枚一枚を見て行つた。そして、旅
行中でマツト（台紙）は不便だから、中身だけを抜きとるから許してくれと二度ばかり
繰返した。折角の台紙から、プリントだけを抜くことは、なにか不作法に考へられるこ
とを惧れてでもゐるやうであつた。そのためか、暫くして、昼食後にこのマツトにデツ
サンを描いてあげますといつた。（中略） 
 〔休憩を終えて〕三時半にコクトオが出てきた時、一緒に世話をされてゐた堀口氏が、
さつき約束したデツサンを三枚持つてきて下さつた。15) 
 
 詩人コクトーの繊細な心配りを物語るようなこの挿話の中では、贈られたデッサンは「三
枚」と書かれているが、実際に春山が受け取ったのは、手渡した浮世絵の台紙の枚数と同
じ「亓枚」だったようである。日本版『ジャン・コクトー全集』の「月報」にはそのうち
の一枚の写真が収録されており、そこにはコクトーの自画像とともに「Souvenir de Jean 
Cocteau / à / Tour du monde en 80 jours 1936 / bonjour à Haruyama / Je vous salue !（ジ
ャン・コクトーからの記念 に 80日間世界一周 1936年 こんにちは春山 私はあなた
に挨拶する！）」という献辞が記されている。春山は手元に三枚を残して他の二枚を知人に
与えたが、保管していたデッサンはすべて空襲で焼け、知人に渡ったうちの一枚も後に所
在が不明になったという。16) こうして、春山の許に残されたのは当日持参してサインを入
れてもらった自著『花とパイプ』のみとなったが、コクトーのデッサンは失われることに
よって、かえって詩人との対話の記憶に鮮烈に結びつくものとなったのかもしれない。 
 コクトーとの初めての対面を終えた春山は翌 20日にも帝国ホテルを訪れ、一行とともに
軍事博物館・遊就館を見学している。その後、社に戻った春山は夜になってペンクラブの
例会に参加し、その席でフランス詩人のスピーチを聞くことになった。その夜のコクトー
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の挨拶については前稿で詳しく紹介したとおりであるが、春山はまたペンクラブにおける
詩人の話しぶりに触れて、次のようにも記している。 
 
 ペン・クラブのメツセエジをきいて、コクトオの言葉が、電気のやうに脳髄から直接
に流れてくるやうに思つた。普通の会話でも、彼は考へて話すといふ風には見えない。
早口とか、雄弁とかいふのでなく、脳髄の動きそのものが、極めて電気的なのだ。デツ
サンを描きながら、電信機が信号の紙テープを吐くやうに話してゐる。17) 
 
春山の残したコクトー会見記の特色のひとつは、その文中にしばしば独自の比喩が含ま
れることにある。上の文章でもまた春山は「電気的」「電信機が信号の紙テープを吐く」と
いう表現によって、会話におけるコクトーの反射的とも言うべき反応を伝えようとしてい
る。そして春山の文章のそうした特色は、コクトーのエスプリについて書きとめた次の一
節にも見出されることになるだろう。 
 
堀口氏の訳された『コクトオ詩抄』にはコクトオの記憶にない写真が巻頭に出てゐる。
それを見た時、彼は咄嗟に片手を上げて挙手の礼をした。はじめて逢つた自分に対して
挨拶でもするやうに。ペン・クラブの食卓で、たれかが鉛筆を添へてデツサンを描いて
下さいといつた。隣にゐた林芙美子〔1903－51〕氏が、ペンを出して渡すと、ちよつと
ペンを持上げて、「ペン・クラブ」といふ。これらの小さな動作は、決して気取りとか、
あるひは戯談とかいふ風には見えないで、日暦の中に赤い日曜日が交つてゐるやうに、
あとからあとから生れて
、、、
くるやうだ。18) 
 
 この一節において春山は、様々な場面で発揮されるコクトーの機智にあふれた態度が決
して特別のものではなく、カレンダーの中の「赤い日曜日」の数字のようにしばしば現れ
る日常的なものだと評したのである。 
 
ペンクラブの例会において足かけ二日にわたるコクトーとの対面を終えたとき、春山は
敬愛するフランス詩人に会うことが再びあると果たして考えていただろうか。しかし実際
には、彼はもう一度コクトーに会う機会を持つことになるのだった。フランスの詩人が日
本を離れる日、春山は友人たちと連れ立って横浜港へと見送りに向かったのである。その
経緯について、春山自身は次のように記している。 
 
二十二日、コクトオが日本を去る日、偶然銀座のコロンバンで出逢つた僕ら、小松淸、
福田淸人、岡山東〔『青騎士』同人の詩人〕、それにライカー〔第一書房の写真班を指す〕
の金丸重嶺氏の 六
〔ママ〕
人が、急に彼を横浜で見送らうといふことになり、出帆までに一時間
しか余さない京浜国道を急いだ。19) 
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写真家が加わっている点から推測すると、あるいは彼らは初めからコクトーを見送りに
行くつもりで集まったのかもしれないが、ともかく春山たちは車を飛ばして、何とか出港
前のコクトーの一行に合流することができたのだった。 
 
 出帆前三十分、コクトオは女流詩人江間章子〔1913－2005〕氏の贈つた花束をかかへ
て、ニユウグランド〔横浜のニューグランドホテル〕からやつてきた。 
堀口氏、僕ら、それから『日本評論』の下村氏〔編集者の名か〕、その他、各社の写真
班、記者が、スクラムを組んだやうにコクトオをとりかこんで、船内へはいり、階段を
いくつも昇つて、Ａデツキに集まる。 
 そこでは最後の言葉を取らうとする記者と、写真班とサインを貰はうとする人で、我々
はともするとハネ返されさうだつた。20) 
 
 当日の甲板上の混乱がありありと伝わってくるような文章である。しかしコクトーはそ
んな騒然とした雰囲気の中にあっても、いつものように快くデッサンとサインとを繰り返
すのだった。 
 
 コクトオは片手に荷物をかかへ、その荷物の上に伸べられた白紙の上へ、どんどんデ
ツサンを描いてゆく。荷物を持つてあげましようといふと、これでいいといつて、手離
さない。デツサンを描きながら、風にとぶ花片のやうに、日本を去る言葉が洩れる。一
言洩れると、堀口氏や小松君が日本語に直す、すると記者たちが小さな手帖に書きとつ
てゆく。「日本へ来た時は、軽い心できたのですが、去るときは重い心です」と彼が云つ
たので、記者の一人が「重い心つてどういふ意味です」と堀口氏に詰めよる。堀口氏が、
「そこに詩人がゐるから、きいてごらんなさい」といつて、僕を指さされる。周囲の人
達に軽い微笑が 泛
〔うか〕
ぶ。21） 
 
上の文章で春山は、コクトーの惜別の言葉を「風にとぶ花片」に喩えている。しかしそ
の比喩のうちに漂う、漠とした寂寥は、旅立つコクトーのものというよりはむしろ見送る
側の春山のものと言うべきだろう。長年作品を愛読し、その姿を思い描いてきたコクトー
が今まさに日本を去ろうとしている。フランス詩人を取り巻く、賑やかで雑然とした空気
の中にあっても、春山はただ一心にコクトーを見つめ、その最後の言葉にひたすら耳を傾
けるかのようであった。 
 
重い汽笛がなつて、見送りの人々が桟橋へ下りる。高いデツキから地上へと、幾十條
ものテープが投げられる。と、軽いジヤズの音が、いよいよこれからはアメリカの空気
だといはぬばかりに、旅情をそそる。 
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 船が動き出した。コクトオの手から日本の風がハンカチーフを奪つて、白い鳩のやう
に吹きとばす。たれかが、この印象を「詩人の指先のバレエだ」といつた。22) 
 
「重い汽笛」「軽いジヤズ」、ハンカチーフの「白い鳩」「指先のバレエ」。それらひとつ
ひとつの語句は凡庸で無機質なものであっても、それぞれを組み合わせることによって寂
寞とした別れの場面を描き出しているこの一節などは、まさにモダニズムの詩人・春山で
あるからこそ記し得たものと言えるだろう。 
 
３ 春山詩とジャン・コクトー 
 
こうして横浜埠頭にコクトーを見送った春山だが、では春山自身の詩作品とコクトーと
はどのような関わりを持っていたのだろうか。春山詩に関する研究はほとんど進んでいな
いのが実情だが、例えば昭和 15年に刊行された詩集『鳥類学』には「室内」と題する次の
ような一篇が収められている。 
 
室内 
 
庭のシァボン玉が消える 
中庭の薔薇の木に 
薔薇の花はいまはない 
夏の黄金
き ん
の日はどこへ行つたらう 
ホテルの前の大通りは 
海泡石の垣根と 
山査子
さ ん ざ し
の林 
そして突きあたりは 
夕暮の赤い島 23) 
 
これは全二十八行からなる詩篇の冒頭の八行だが、「シァボン玉」と「庭」の組み合わせ、
そしてそこに漂う乾いた寂寥感はコクトーの短詩「シャボン玉」を想起させるものである。 
 
 シャボン玉 
 
シャボン玉の中へは 
庭は這入
は い
れません 
まはりをくるくる廻つてゐます  （コクトー原詩・堀口大學訳詩）24) 
 
 共愛学園前橋国際大学論集 No.11 88 
また、上の春山の詩句では「シァボン玉」と「庭」の他に「海泡石」や「ホテル」など、
非日本的な印象を与える語彙が多く用いられていたが、そうした語の組み合わせは春山の
他の作品中にも見つけることができる。 
 
海
かい
泡
はう
石
せき
の庭 
砂の椅子 
    虹の影になつたホテル 
 シァボン玉のやうなゴムのまり 
   海よりもピカピカする 
    テニスコウトのアンテナ 
   ギリシャ語のやうに風を廻転する 
      天使ととびまはる 
       少女と少女 
      シァツとシァツ 
パンのかけらよりも小さい 
階段の黄バラ 
ペンキに注意！25) 
 
これは昭和７年に出版された『シルク＆ミルク』に収められた無題の詩篇の一部である。
この中でも、コクトー詩にあった「シァボン玉」「庭」「廻転する」の語が繰り返されてい
るが、そればかりでなく「海泡石」や「バラ」「ホテル」「天使」「ギリシャ語」といった、
初期のコクトーが好んで使ったモチーフも同様に引用されていることがわかる。 
春山の詩作品を読み進んでいくと、この他にもコクトー風の表現やコクトー好みのモチ
ーフに出会うことがしばしばある。より正確に言うなら、それらはコクトーの原詩という
よりはむしろ堀口大學によるコクトー訳詩の印象に近いものであることも多いのだが、そ
れについては堀口の訳詩集『月下の一群』（大正 14 年）の影響を抜きにして考えることは
困難である。すなわち『月下の一群』は新たな詩のあり方を模索していた昭和初期の詩人
たちにあまりに大きな影響を与えたために、それ以降の日本の詩は、堀口による訳詩の文
体や用語を意識せずにはほとんど成立し得なくなってしまったのである。しかも一連のコ
クトーの詩篇は、ギヨーム・アポリネール（1880－1918）の作品と並んで『月下の一群』
の中で最も注目されるものとなったために、若い世代の日本の詩人たちの詩句の中にはコ
クトー（の訳詩）風のモチーフや表現が頻出することになったのだった。 
春山自身について考えるなら、彼は同時代の欧米詩に関して非常に研究熱心な詩人であ
った。したがって春山が外国詩の影響を受けたとすればそれは多くの欧米詩人たちからの
ものであって、コクトーの影響のみが際立って強かったというわけではない。しかしそれ
にもかかわらず春山の詩行の上にコクトー風のモチーフや表現がしばしば現れるという事
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実は、昭和前半の日本の文学者たちにとって、コクトーという詩人の存在がいかに大きな
ものであったのかを物語るひとつの証左であるとも言えるだろう。だからこそ当時の日本
の新聞は、たった一人のフランス詩人の東京での動静を連日のように報道し、また多くの
作家や芸術家たちがその言動について様々な形で批評や感想を書き残したのである。 
 
 ところで横浜港にフランス詩人を見送った春山が、自身の編集する雑誌で「コクトオ日
本訪問」特集を組んだのは来日からわずか半月後のことであった。文学や文化に関する最
新の海外情報を集めて読者に提供しようとするそうした春山の方針は、次第に厳しくなる
時代状況の中にあっても、昭和 15年に編集長を降板するまで一貫してつらぬかれたもので
あった。ただし彼自身の執筆に関して言えば、そうした姿勢がおそらく原因となって、昭
和 16年に太平洋戦争が勃発した後は「自由主義者としてブラック・リストにのり、原稿依
頼」がほとんどなくなってしまった 26)と、春山は自筆の年譜に書き記している。 
 戦後の春山は、その博識を活かしてＮＨＫラジオのクイズ・トーク番組「話の泉」にレ
ギュラー出演（昭和 21 年より約二年間）したり、『花の文化史』（昭和 29 年）に代表され
る博物誌的な著作を多く発表するなど様々な方面で活躍したが、詩の世界に彼が戻ること
はもはやなかった。戦前の春山は欧米詩集の収集家としても知られていたが、昭和 20 年５
月の大空襲によって蔵書のほとんどが焼けてしまったことで、あるいは詩に対する情熱も
燃え尽きてしまったのかもしれない。春山自身は戦後の仕事について「戦災で蔵書を失っ
たので、戦後は西洋のフォークロア、社会史、風俗史、博物誌などの文献を集め、『名前の
つけられない文化史』を各分野の専門誌に連載」27)するようになったと書いている。 
 ただしそんな春山にとっても、コクトーに対する愛好の念は戦後も変わることなく保た
れ続けたもののひとつであった。例えば昭和 24年に出版された『外国映画の鑑賞』という
本の中でも、春山は「コクトオの映画手記」「コクトオの『美女と野獣』」「コクトオの『悲
恋』」の三章を割いてコクトーの映画作品について論じている。その中で春山は 
 
東宝でこの映画〔美女と野獣〕の試写が行はれたとき、入口に新しい署名簿があつて、
当日あつまつた人々の署名をパリのコクトオに送るといふことであつた。コクトオは一
九三六年に世界八十日漫遊の旅にでて、日本にも立寄つたことがある。その時、私は堀
口大學氏にくつついて帝国ホテルやペンクラブの招待会や横浜のダラー汽船などで、こ
の詩人の風貌に接したが、あれからすでに十年もたつてゐる。28) 
 
と回顧した後で、コクトーの近況についても紹介している。戦後の春山は自ら詩を書くこ
とこそ少なくなったが、詩人コクトーに対しては以前と変わらぬ視線を注ぎ続けていたこ
とを示す、これはひとつの例と言えるだろう。 
 話題を春山自身に戻すなら、戦争が終わってからの、文学史的にはあまり注目されるこ
とのない領域での活動のせいもあって、今日では詩人としての春山行夫の名はほとんど顧
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みられなくなった印象がある。しかし戦前の春山が発表した詩作品や詩論の影響力、そし
てことに同世代の詩人たちを集め、彼らに活躍の場を与えたという功績については決して
看過されるべきものではないだろう。 
 戦前と戦後を通じて、さらには二十一世紀に至るまで新たな読者を獲得し続けているジ
ャン・コクトー。その一方で、若い詩人たちを結集し、新しい詩の運動を牽引しながら、
戦後は詩の世界から身を引いてしまった春山行夫。詩の女神に等しく情熱を捧げながら、
まったく違う道筋をたどることになった東西二人の詩人の生涯を思うとき、我々はそこに
研ぎ澄まされた言葉の世界に生きることの恍惚と苦悩とをともに想起しないわけにはいか
ないだろう。そしてその大いなる悦びと苦しみとは、創造の作業に関わるすべての者たち
の中に、いまもなお受け継がれているのである。 
 
 
注 
1)『共愛学園前橋国際大学論集』第 10号。 
2)安藤元雄、大岡信、中村稔監修『現代詩大事典』、三省堂、平成 20年、等参照。 
3)西脇順三郎「詩人の肖像」（『日本の詩歌』第 25 巻、中央公論社、昭和 44 年、400 頁）。 
なお本稿においては原文で正自体が用いられている場合も、固有名詞をのぞき、新字体
に改めて引用を行なっている。またルビや送り仮名についても不要と思われる場合は省略
する一方、必要に応じて〔  〕で補っている場合もある。 
4)春山行夫「コクトオの本」（『コクトー全集』第６巻「月報７」、東京創元社、昭和 60 年、
１頁）。 
5)春山行夫『花とパイプ』、第一書房、昭和 11年、294－295 頁。 
6)春山行夫「ジヤン・コクトオイズム」（『セルパン』昭和 11 年７月号「コクトオ日本訪問」
特集所収／『国立国会図書館所蔵 セルパン・新文化（復刻版）』第 15 巻、アイ アール 
ディー企画、平成 10年、82頁）。 
7)同、83 頁。 
8)同、83－84頁。 
9)同、84 頁。 
10)同。 
11)同、84－85頁。 
12)チャールズ・チャップリン『チャップリン自伝』下、新潮文庫、平成４年、参照。 
13)「ジヤン･コクトオイズム」、85－86頁。 
14)同、86頁。 
15)同、84－85頁。 
16)『コクトー全集』「月報７」参照。 
17)「ジヤン･コクトオイズム」、86頁。 
Mar. 2011 春山行夫とジャン･コクトー 91 
18)同。 
19)同。なお前稿「日本への二つの挨拶」において、春山とともにコクトーの見送りに向か
ったのは「近藤東」であると書いたが、「岡山東」の誤りであった。 
20)同。 
21)同、86－87頁。 
22)同、87頁。 
23)春山行夫「室内」（前掲『日本の詩歌』第 25巻『鳥類学』、302頁）。 
24)堀口大學『月下の一群』、新潮文庫、昭和 61年、81頁。なおコクトーの原詩は次のとお
りである。 
Dans la bulle de savon 
le jardin n’entre pas 
il glisse 
autour 
(Cocteau, J., Œuvres poétiques complètes (Bibliothèque de la Pléiade), Gallimard, 1999, 
p.208.) 
25)春山行夫『シルク＆ミルク』（前掲『日本の詩歌』第 25巻『シルク＆ミルク』、294－295
頁）。 
26)春山行夫「年譜」（同、412頁）。 
27)同、413頁。 
28)春山行夫『外国映画の鑑賞』、資料社、昭和 24年、203 頁。 
 共愛学園前橋国際大学論集 No.11 92 
Abstract 
Yukio Haruyama and Jean Cocteau 
 
Masaya NISHIKAWA 
One month after the visit in May 1936, a general magazine called “Serpent”, 
featuring articles on Jean Cocteau’s stay in Japan, was published. The name of its chief 
editor was Yukio HARUYAMA. He composed Modernism-poems himself, and 
organized young Japanese writers and poets to create a new poetry of their own 
generation. 
In my research note, I tried to define Haruyama’s view on Cocteau’s visit in 
Tokyo, and also examine Cocteau’s influence on the poetic works of Haruyama himself. 
